
6 
徐
Zき‘水族館

/ミァ

合月のおもな内容
• 6月は環境月間…………………2-3
.水洗化工事………………………4-5

.市政の動き………………………6-7

.平成7年度下半期財政状況……8-9

広報

F - _J 

発行/魚津市 編集/企画広報室

干937富山県魚津市釈迦堂一丁目10番l号
fi0765-23-1015 平成8年 6月l日発行 No607 

シリーズ地域に学13¥子どもだち…③

本江公民館では「木彫りサークjいが開かれています。

ボランティ戸で教える講師陣も¥文化講座「木彫」の卒

業生です。彫刻刀の持ち方から習つだ小学生は¥さっそ

く¥自分の顔のレリーフ作りに挑戦していましだ。

きっと温かい作自ガできるでしょう。



の住む街って、、、ン〆

よね
-6月は環境月間-

しミしミ

「
み
そ
汁
に
す
る
と
お
い
し
い
で
す
よ
」

魚
津
市
の
少
し
山
手
で
、
シ
ジ
ミ
が
と
れ

ま
す
。
道
路
わ
き
の
幅
約
加
勺
の
小
さ
な
用

水
の
底
を
す
く
う
と
、
石
や
砂
に
混
じ
っ
て

い
く
つ
も
の
シ
ジ
ミ
が
姿
を
見
せ
ま
す
。
正

式
に
は
マ
シ
ジ
ミ
と
言
い
ま
す
。
近
所
の
人

は
「
売

っ
て
い

る
も
の
よ
り
も
甘
み
が
あ
る
。

初
年
ほ
ど
前
に
、
田
ん
ぼ
の
基
盤
整
備
を
し

た
後
、
一
時
姿
を
消
し
た
け
ど
、
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
、
ま
た
結
構
と
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
話
し
ま
す
。

家
の
す
ぐ
そ
ば
で
、
自
然
の
恵
み
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
素
敵
な
こ
と
で

す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
そ
こ
は
、

天
然
の
遊
び
場
所
で
あ
り
、
自
然
観
察
の
場

所
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
場
所
が
次
第
に
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
シ
ジ
ミ
は
、
以
前

は
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
富
山
県
動
物
生
態
研
究
会
が
平
成

3
年
か
ら

6
年
に
か
け
て
行
っ
た
調
査
で
は
、

市
内
、

3
か
所
で
生
息
が
確
認
さ
れ
る
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
水
の
普

及
や
農
薬
、
生
活
排
水
の
影
響
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
原
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
先
の
マ
シ

ジ
ミ
が
生
き
残
っ
た
の
は
、
用
水
の
流
れ
が

ゆ
る
や
か
な
こ
と
と
底
に
砂
地
が
あ

っ
た
た

め
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

マ
シ
ジ
ミ
に
限
り
ま
せ
ん
。
ホ
タ
ル
の
幼

虫
の
え
さ
と
な
る
カ
ワ
ニ
ナ
と
い
う
貝
が
い

ま
す
。
割
り
と
き
れ
い
な
川
に
住
ん
で
い
る

目
(
で
す
。
ま
だ
、
あ
ち
こ
ち
に
生
息
し
て
い

る
た
め
に
、
私
た
ち
は
夏
、
ホ
タ
ル
の
光
の

乱
舞
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

研
究
会
の
調
査
で
は
、
市
街
地
で
カ
ワ
ニ
ナ

の
姿
を
見
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
市
街
地
で

見
つ
か
っ
た
の
は
、

従
来
か
ら
の
生
物

で
は
な
く
、
汚
れ

た
所
に
多
く
見
ら

れ
る
海
外
種
の
員

で
し
た
。

水
質
を
調
べ
る
と

西
部
中
学
校
理
科
部
で
は
、
昭
和

ω年
か

ら
、
県
の
委
託
を
、
つ
け
て
、
市
内
の
河
川
の

水
質
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
中
の
生
物
を
採
取
し
、
水
温
や
川
底
な

ど
の
基
本
的
デ
ー
タ
と
採
取
状
況
を
総
合
的

に
分
析
し
て
水
質
を
判
定
し
て
い
ま
す
。

単
純
に
言
え
ば
、
カ
ワ
ゲ
ラ
や
へ
ビ
ト
ン

ボ
な
ど
の
生
物
が
多
け
れ
ば
き
れ
い
な
川
。

ヒ
ル
や
イ
ト
ミ
ミ
ズ
が
多
け
れ
ば
き
た
な
い

川
と
な
り
ま
す
。

下
の
グ
ラ
フ
は
、
角
川
の
調
査
結
果
の
変

化
を
示
し
た
も
の
で
す
。
上
流
は
一
定
し
て

階
級

I
(
き
れ
い
な
水
)
を
保
っ
て
い
ま
す
。

中

・
下
流
部
は
、
調
査
年
に
よ
っ
て
か
な
り

大
き
な
変
動
が
あ
り
ま
す
が
、
下
流
部
で
は

平
成

3
年
か
ら
6
年
ま
で
階
級
凹

(き
た
な

い
水
)
に
な
っ
て
い
ま
す
。

理
科
部
で
は
、
上
流
は
、
生
活
排
水
の
流

入
が
な
く
、
ま
た
護
岸
工
事
が
行
わ
れ
て
い

な
い
た
め
、
自
然
の
状
態
が
保
た
れ
て
い
る

も
の
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
ア
シ
の
浄
化
作

用
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。
中
・
下
流
部
の
変

動
の
原
因
と
し
て
、
悪
化
し
た
昭
和
白
年
頃

の
時
期
に
住
宅
が
増
え
た
こ
と
に
触
れ
、
生

活
排
水
に
含
ま
れ
る
有
機
物
の
量
の
変
化
を

考
え
て
い
ま
す
。

角川の水質調査(西部中学校理科部)水質階級

Iきれいな水

西部中理科部
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市
街
地
に
入
る
と
極

端
に
き
た
な
く
な
り
ま

す
。

ビ
ニ
ー
ル
袋
や
空

き
缶
な
ど
も
捨
て
て
あ

り
ま
す
。

難
し
く
て
も
、

二
疋

の
程
度
を
守
る
の
は
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。



左
の
表

1
は
、
県
が
調
査
し
た
早
月
川
な

ど
の
伊

O
D
値
の
推
移
を
表
し
て
い
ま
す
。

早
月
川
や
片
目
(
川
で
は
、
常
に

l
陀
/
t

以
下
で
あ
り
、
日
本
一
、
き
れ
い
な
川
と
言
わ

れ
る
黒
部
川
に
匹
敵
す
る
数
値
を
示
し
て
い

ま
す
。
反
対
に
鴨
川
で
は
基
準
値
を
ま
だ
上

回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
年
前
か
ら
比

べ
れ
ば
か
な
り
改
善
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か

<mgjわ

6日召1手年口 平2成年 5年 6年

鴨川 6.1 3.9 4.1 3.6 

角 )11 1.7 1.8 1.7 1.9 

片貝川 0.5 0.9 0.8 0.7 

|布施川 0.7 1.3 1.2 1.4 

早月川 0.5 0.8 0.6 0.5 

参黒考部川 0.5 0.7 0.6 0.8 

〈表1>市内各河川のBOD値の推移

富山県環境白書から、
BOD値は年平均。サンプル採取地は、
早月橋などすべて河口付近。

り
ま
す
。
ま
た
、
角
川
は
、
平
成
6
年
度
ま

で
基
準
値
ぎ
り
ぎ
り
の
値
で
推
移
し
て
い
ま

す
。表

2
は
、
市
が
鴨
川
と
角
川
の
流
域
別
に

調
査
し
た
も
の
で
す
。
鴨
川
は
下
流
に
行
く

に
つ
れ
て
き
た
な
く
な
り
ま
す
が
、
角
川
で

は
中
流
部
が
最
も
き
た
な
く
、
基
準
値
も
超

え
て
い
ま
す
。

汚
れ
が
進
む
と

川
に
は
、
汚
れ
を
食
べ
て
水
や
炭
酸
ガ
ス

に
変
え
る
微
生
物
(
好
気
性
菌
)
が
住
ん
で

い
ま
す
。
ア
シ
な
ど
の
植
物
と
協
力
し
な
が

ら
、
川
は
川
自
身
を
き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
汚
れ
が
ひ
ど
く
な
る
と
水
の
中

の
酸
素
が
な
く
な
り
、
好
気
性
菌
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
代
わ
り
に
、
酸
素
を
必
要
と
し

な
い
微
生
物
(
嫌
気
性
菌
)
が
増
え
て
い
き

ま
す
。
嫌
気
性
菌
は
、
汚
れ
を
分
解
す
る
と

き
、
ア

ン
モ
ニ
ア
な
ど
を
発
生
し
ま
す
。

〈表2>平成7年度角)11'鴨川水系のBOD値 <mgjわ

角
新川文化ホール横 大光寺橋

1.06 3.54 

)11 
住吉橋 角川橋

1.88 2.1 

昭島
北陸自動車下 J R高架線下
0.78 2.76 

)11 
北銀魚津支庖前 港橋

2.72 3.18 

魚津市調査 BOD値は年平均

※BOD-生物学的般素要求量
水中の汚れを好気性菌が分解するの
に必要な酸素量のこと。汚れがひど
いほど値が大きくなります。
環境基準値は、水道水に使用するな

ど河川の目的によって異なります。
角川の基準値は2mgjム鴨川は3mgj.e
以下。

酸
素
が
な
い
た
め
、
目
(
や
昆
虫
、
魚
な
ど

は
死
に
、
悪
臭
を
放
つ
川
に
な
り
ま
す
。

生
活
排
水
も
汚
れ
の

大
き
な
原
因
で
す

川
の
汚
れ
の
大
き
な
原
因
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
活
排
水
が
あ
り

ま
す
。
汚
れ
の
河
川h
が
生
活
排
水
だ
と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
す
。

ラ
ー
メ
ン
の
残
り
汁
コ

ッ
プ
一
杯
分
を
そ

の
ま
ま
た
れ
流
す
と
、
魚
が
住
め
る
水
に
戻

す
に
は
、
実
に

1
トン
近
い
水
が
必
要
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
が
住
め
ば
生
活
排
水
が
あ
り
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
用
水
や
農
薬
、

護
岸
堤
な
ど
生
活
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
も
、
反

面
で
水
質
悪
化
の
原
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

豊
か
な
自
然
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と

と
、
人
が
住
み
便
利
で
効
率
的
な
生
活
を
送

ろ
う
と
す
る
こ
と
が
、
完
全
に
矛
盾
す
る
こ

と
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
農
薬
も
改
善
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
生
活
排
水
の
問
題
も
、
台

所
に
ろ
紙
を
置
く
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た

心
使
い
で
か
な
り
改
善
さ
れ
ま
す
。
下
水
道

や
合
併
処
理
浄
化
槽
な
ど
も
普
及
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

鴨
川
が
改
善
傾
向
に
あ
る
の
は
、
多
く
の

人
の
努
力
と
と
も
に
、
下
水
道
の
普
及
も
大

き
な
理
由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ヒ
ル
や
イ
ト
ミ
ミ
ズ
が
住
む
よ
う
な
川
は
、

単
に
気
持
ち
悪
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

そ
れ
は
、
魚
な
ど
の
食
べ
物
や
飲
料
水
の
危

険
性
と
な
っ
て
、
結
局
、
私
た
ち
人
間
自
身

に
降
り
か
か
っ
て
き
ま
す
。

魚
津
に
は
、
き
れ
い
な
川
や
豊
か
な
自
然

が
ま
だ
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方

で
、
き
た
な
い
川
や
破
壊
さ
れ
た
場
所
が
あ

り
ま
す
。
後
世
に
も
っ
と
き
れ
い
な
自
然
を

残
す
た
め
に
も
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
ち
ょ

っ
と
し
た
行
動
を
起
こ
し
た
い
も
の
で
す
。

a 

たれ流すのは、
ちょっと待ってください

台
所
排
水
は
、
栄
養
分
を
た
っ
ぷ
り
含

ん
で
い
る
た
め
、
水
中
に
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
を
異
常
繁
殖
さ
せ
、
水
を
腐
ら
せ
て

し
ま
い
ま
す
。
ろ
紙
袋
を
通
す
こ
と
で
、

B
O
D
が
初
計
削
減
で
き
た
と
い
う
報
告

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
鍋
に
つ
い
た
油
を
拭
き
取
る
、

洗
剤
は
薄
め
て
使
う
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し

た
心
使
い
が
、
大
切
な
自
然
を
守
り
ま
す
。



川
や
海
な
ど
の
水
質
改
善
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
が
下
水
道
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
整
備
に
は
、
ぼ
う
大
な
費

用
と
長
い
年
月
を
必
要
と
し
ま
す
。
ご
家
庭

7}<i先化可能戸数

水洗化済み戸数

6100 
5800 

図

図水洗可能戸数と
水洗化済み戸数の推移

4991 

戸数

6000 

5000 

4000 

3000 

2000 

1000 

に
も
多
額
の
出
費
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

魚
津
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、
昭
和

ω

年
か
ら
平
成
げ
年
ま
で
、
実
に
却
年
の
歳
月

と
総
額
3
5
8
億
円
を
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

平
成
8
年
3
月
末
ま
で
に
、
延
べ

1
6
2

億
円
を
投
じ
、

3
2
8
r
M
、
処
理
人
口
で
は

約
1

9
、
4
0
0
人
分
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
の
約
犯
行
に
当
た
り
ま
す
。

魚
津
市
で
は
、
下
水
道
事
業
と
し
て
、
こ

の
公
共
下
水
道
の
ほ
か
に
、
川
の
瀬
地
区
や

{
呂
津
地
区
な
ど
の
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
や
、
農
村
地
区
で
農
業
集
落
排
水
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
東
城
、
平
沢
地

区
で
供
用
が
開
始
さ
れ
、
現
在
、
上
野
方
、

天
神
地
区
で
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
上
野

方
地
区
で
は
今
年
度
中
に
一
部
供
用
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。

8年 3月末

水
洗
化
工
事
は

3
年
以
内
に

6年度末

公
共
下
水
道
の
敷
設
が
終
わ
る

と
、
ご
家
庭
の
便
所
や
台
所
な
ど

を
下
水
道
に
接
続
す
る
「
排
水
設

備
(
水
洗
化
)
工
事
」
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
生
じ
ま
す
。

長
い
年
月
と
巨
額
の
費
用
を
か

け
て
整
備
す
る
下
水
道
で
す
が
、

ご
家
庭
の
水
洗
化
工
事
が
行
わ
れ

な
い
と
、
全
く
無
駄
に
な
り
ま
す
。

平
成
3
年
に
浄
化
セ
ン
タ
ー
が

稼
働
し
て
か
ら
、

6
、
1
0
0
戸

が
水
洗
化
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す

5年度末
O 
平成3年度末 4年度末

民地 |公道

が
、
工
事
が
終
わ
っ
て
い
る
の
は
、

3
、

1
4
6
戸

(
日
・
5
r
)
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
守
り
、
巨
額

の
費
用
を
生
か
す
た
め
に
も
、
工
事
可
能

と
な
っ
て
か
ら
、

3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

水
洗
化
は
指
定
工
事
庖
で

水
洗
化
工
事
は
、
下
記
の
市
指
定
の
排

水
設
備
屈
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定

庖
以
外
で
は
工
事
は
行
え
ま
せ
ん
。

下
水
道
の
お
問
合
せ
は

市
下
水
道
課

企
お
1
1
0
3
8

包
お

|
1
0
3
9
へ

お
願
い
し
ま
す
。

事工-つ行が市道レれ
.
4
，，
 下北ハ公(みなさんが行う工事)排水設備 |

排
水
設
備
指
定
工
事
庖

(O
印
は
給
水
工
事
指
定
后
を
兼
ね
る
)

朝
野
工
業
(
株
)
本
新

石

倉

配

管

宮

津

O
石
原
設
備
工
業
所
本
江

伊

東

住

設

六

郎

丸

。
(
有
)
岩
田
設
備
工
業
印
田

上

田

設

備

配

管

吉

島

(
有
)
大
谷
配
管
工
業
所
黒
部
市

大

沢

設

備

火

包

呂

町

。
河

崎

設

備

工

業

吉

島

。
慶
野
住
設
(
株
)
北
鬼
江

O
後

藤

配

管

所

浜

経

由

。
三
共
設
備
工
業
(株
)
北
鬼
江

O
三

水

大

光

寺

。
菅

沼

組

村

木

町

。
(株
)ス
ペ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
上
村
木

森
)
総
和
魚
津
支
庖

大
光
寺

。
高

松

工

業

上

口

。
(
有
)
宝
田
配
管
所
印
田

。
ダ
イ
シ
ン
設
備
(
株
)
浜
経
因

。
(
有
)
寺
崎
設
備
工
業
所

石

垣

O
宥
)
中
谷
配
管
工
業
黒
部
市

。
畠
山
工
業
(
株
)
吉
島

浜

田

配

管

工

業

蛇

田

馬

場

設

備

岡

経

由

。
(
有
)
廃
瀬
設
備
横
枕

廃

瀬

管

工

業

所

有

山

。
(
有
)
福
田
設
備
青
島

(
株
)
北
陸
共
和
浜
経
回

。
北
陸
水
道
工
業
(
株
)
黒
部
市

(
株
)
北
陸
プ
ラ
ン
ト
建
設

道

坂

合

@
0
3
7
5

8
⑫

3
6
1
7
 

8
@
2
9
2
4
 

8
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0
4
5
2
 

8
③

2
6
9
0
 

8
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0
7
1
5
 

8
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5
7
 

8
②

2
7
1
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mu
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3
1
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2
@
2
6
2
5
 

8
@
6
8
0
7
 

8
@
1
3
5
0
 

8
@
6
2
6
8
 

8
②

0
4
5
3
 

2
@
6
1
3
3
 

8
③

1
1
0
1
 

8
⑫

0
5
4
5
 

8
⑫

2
6
8
7
 

8
@
5
6
1
1
 

8
②

8
4
6
9
 

8
@
0
4
0
7
 

8
@
5
3
3
0
 

8
@
7
0
3
8
 

8
②

5
9
2
2
 

8
@
8
1
9
7
 

8
@
6
8
1
5
 

8
@
9
1
8
7
 

8
@
3
9
1
1
 

8
②

0
8
3
8
 

8
③

8
2
8
0
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水
洗
化
資
金
の
融
資
制
度
l

ご
利
用
を
|

水
洗
化
工
事
の
費
用
を
、
一
時
に
負
担
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
に
、
市
の
あ
っ
せ
ん
に

よ
る
融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

借
入
利
率
の

4rを
超
え
る
利
子
を
市
で

補
給
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
っ
せ
ん
対
象
者

o
一
般
住
宅
の
所
有
者
等
で
「
水
洗
化
工
事
」

可
能
時
か
ら
、
3
年
以
内
に
工
事
を
し
よ

う
と
す
る
方
。
(
ア
パ
ー
ト
・
庖
舗
・
法
人

及
び
新
築
は
除
き
ま
す
。)

0
市
税
及
び
下
水
道
事
業
受
益
者
負
(
分
)
担

金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

0
金
融
機
関
の
融
資
基
準
に
合
う
方
。

融
資
条
件

0
融
資
限
度
額
一

O
O
万
円

。
償
還
期
間
お
か
月
以
内

0
借
入
利
率
旧
長
期
プ
ラ
イ
ム
レ

l
ト

u

h
T
H
(
平
成
8
年
5
月

M
日
現
在

)
+
l
r

o
利
子
補
給

借
入
利
率
の
4
行
を
超
え
る
分

手
続
き
必
ず
工
事
着
工
前
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ

は
決
め
ら
出れ
した
て目
くに
だ
ー』、固
い

4
月
1
日
か
ら
、
ゴ
ミ
の
収
集
日
程
が
変

わ
り
、

2
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
正
し
く
ゴ
ミ
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
一
部
の
地
域
で
は
、
収
集

一九一一
一之

日
以
外
の
日
に
排
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ゴ
ミ
は
、
結
局
、
収
集
日
ま
で
放

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
悪
臭
を
放

ち
、
カ
ラ
ス
な
ど
が
食
い
散
ら
か
す
原
因

に
も
な
り
ま
す
。

地
域
の
人
す
べ
て
が
迷
惑
し
ま
す
。

も
う
一
度
、
自
分
の
地
域
の
収
集
日
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
祝
日
、
振
替
休
日
は
、
ゴ
ミ
の

収
集
を
行
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ゴ
ミ
に
関
す
る
ご
意
見
・
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
ク
リ
ー
ン
係

宮
お

|
1
0
4
8

い
。
工
事
開
始
後
の
申
請
は
、
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

(
申
込
書
は
、
指
定
工
事
居
、
金
融
機

関
、
市
下
水
道
課
に
あ
り
ま
す
)

取
扱
金
融
機
関

魚
津
市
内
に
所
在
す
る
銀
行
・
農
協
・

信
用
金
庫
な
ど
の
本
庖
又
は
支
底
。

置J霊官ιZ 水道I、• 昨
年
8
月
か
ら
活
躍
し
て
い
る
、
2
台

の
空
き
缶
選
別
回
収
機
「
缶
助
く
ん
」
。
3

月
ま
で
に
、
ア
ル
ミ
缶
約
ぬ
万
個
、
ス
チ

ー
ル
缶
約
お
万
個
を
回
収
し
ま
し
た
。

順
番
待
ち
も
で
る
人
気
の
高
き
に
、
市

で
は
新
た
に
、
か
も
め
児
童
セ
ン
タ
ー
と

図
書
館
に
1
台
ず
つ
増
設
し
ま
し
た
。

「
缶
助
く
ん
」
は
、
空
き
缶
を
入
れ
る
と

ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
に
分
別
し
て
回

収
。
か
わ
り
に
、
図
書
補
助
券
を
発
行
し

ま
す
。
補
助
券
刷
枚
で
図
書
券
(
刷
円
券
)

と
交
換
で
き
ま
す
。

Q
株
)
マ
ツ
バ
ラ
工
務
庖
本
江
新
町
公
⑫
0
9
0
8

丸
田
工
業
(
株
)
黒
部
市

宮
②

1
6
3
8

(

株

)

丸

八

北

鬼

江

岱

⑫

1
3
1
1

Q
株)水
環
境
セ
ン
タ
ー
吉
島
公
⑫
7
7
1
1

0
(有
)
三
輪
工
業
所
吉
野
宮
⑫

1
4
7
0

宮

川

配

管

新

角

川

公

②

5
8
3
3

(
有
)
宮
崎
工
業
寿
町
宮
⑫
5
4
1
2

森

内

配

管

工

業

緑

町

宮
⑫

5
5
5
7

0
宥
)山
本
総
合
設
備
江
口
密
②
9
8
8
1

0
ユ
ウ
ホ
|
設
権
問
株
)
釈
迦
堂
包
②

5
7
1
1

0
吉
枝
工
業
(
株
)
黒
部
市
宮
②
0
2
4
3

吉

田

配

管

所

仏

国

企

⑫

2
4
8
4

(
有
)
吉
崎
設
備
本
新
宮
⑫

7
1
1
6

空
き
缶
選
別
回
収
機

「
缶
助
く
ん
」
に
新
し
い
仲
間

a 

か
も
め
児
童
セ
ン
タ
ー

増
設

と
図
書
館
に

よ
く
働
く
「
缶
助
く
ん
」
で
す
が
、
ジ
ュ

ー
ス
の
残
り
汁
な
ど
が
付
く
と
、
故
障
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

空
き
缶
は
水
洗
い
し
て
か

ら
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

-R設置
場
所
と
利
用
時
間

・
市
役
所
(
裏
の
自
転
車
置
場
)

午
前
8
時
j
午
後
6
時

.
図
書
館
(
横
の
自
転
車
置
場
)

午
前
9
時
i
午
後
6
時

.
か
も
め
児
童
セ
ン
タ
ー
(
正
面
右
側
)

・
こ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー
(
横
の
自
転
車
置
場
)

午
前
9
時
ぬ
分
j
午
後
6
時



21世紀ヘ
夢と希望

ネ青石川魚津市長

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
力
強
い

ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
、
再
び

当
選
の
栄
に
浴
し
、
引
き
続
き
市

政
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

感
慨
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
る

と
同
時
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
き

を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

四
年
前
、
市
長
に
初
当
選
し
て

以
来
、
私
は
清
潔

・
誠
実

・
市
民

と
の
対
話
と
協
調
を
モ

ッ
ト
ー
に

市
民
本
位
の
市
政
の
運
営
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

二
期
自
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

間
近
に
迫
る
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
、
県
東
部
の
中
核
都
市
と
し
て
、

都
市
基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
、
生

活
環
境
の
整
備
、
産
業
の
振
興
を

は
か
り
な
が
ら
、
誰
も
が
夢
と
希

望
を
も
て
る
豊
か
で
住
み
よ
い
魚

津
市
の
実
現
に
向
け
て
、
市
議
会

と
協
力
し
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
新

た
な
決
意
と
情
熱
を
持
っ
て
遁
進

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
市
民
の
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

市
政
の
動
き

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議長

野崎

こ
の
た
び

5
月
臨
時
議
会
に

お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
正

・
副
議
長
の

要
職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と

も
に
、
そ
の
職
責
の
重
大
き
を

痛
感
し
、
自
覚
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
誠
心
誠
意
、
公
明
正
大

な
議
会
運
営
と
市
勢
発
展
の
た

め
全
精
力
を
傾
注
い
た
す
所
存

で
あ
り
ま
す
。

国

・
地
方
自
治
体
と
も
に
行

財
政
事
情
は
、
誠
に
厳
し
い
情

勢
で
、
議
会
の
責
任
と
役
割
り

も
非
常
に
重
要
な
時
期
で
あ
り 栄吉

副議長

清水

ま
す
。
地
方
拠
点
都
市
と
し
て
の
整

備
、
魚
津
港
北
地
区
の
拡
張
工

事
、
そ
し
て

2
0
0
0
年
国
体

に
向
け
て
の
テ
ク
ノ

・
ス
ポ
ー

ツ
ド
l
ム
の
建
設
事
業
、
道
路

網
の
整
備
な
ど
数
々
の
大
き
な

事
業
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
市
当
局
と
一
体
と
な

っ
て
明
る
く
活
力
に
満
ち
た
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
投
球
い
た
し

ま
す
。
な
に
と
ぞ
市
民
の
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

修三

魚
津
市
議
会
臨
時
会
は
、

5
月

行
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

魚
津
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
な
ど

4
議
案
を
可
決
、

承
認
、
同
意
し
、
正
・
副
議
長
と

各
常
任
・
特
別
委
員
会
の
委
員
を

選
任
し
ま
し
た
。

マ
各
常
任
委
員
会
委
員
及
び
特
別

釆
女
ロ
貝
ム
E
釆
一
宮
ロ
貝

(O
は
委
員
長
、

O
は
副
委
員
長
)

〈
敬
称
略
〉

議
会
運
営
委
員
会

a 

。
浜
谷
佐
久
三

経

漂

忠

勝

朝

野

幹

子

0 
浜綾古
多坂金

弘昭
之弘広

総
務
文
教
委
員
会

。
古
金
山
本
中
田

広
弘
吉尚

0 
野越窪
山奇川田

栄弥信
吉生夫

民
生
消
防
委
員
会

O 
A嬰山手卑
坂崎苗

昭昌清
弘弘吉

0 
朝清津
野河崎

幹義
子貢敬



産
業
経
済
委
員
会

。
経
津
奥
村
清
水

修利忠
三夫勝

光
幸
彰
二
弘
之

0 
浜朝田
多野中

建

設

委

員

会

。
菊
池
野
沢
竹
内

達
康
幸
昭進

O
吉
崎
源
太
郎

浜
谷
佐
久
三

七

沢

秋

政

環
境
問
題
特
別
委
員
会

。
津
崎

宥留事\:Jj・41・:に菅~;.~ ~ .... ~::-:γ 
-t~、‘r~.， ~: ~~".~::河~..:~~~ 義

敬

O
朝
野

彰

主主主おめでとう:ございます

田 山
中崎

昌
弘
光
幸

野 t嬰
崎坂

栄昭
吉弘

幹利秋
子夫政

新
幹
線
及
び
突
通
問
題

特
別
委
員
会

0 
中窪清
田田河

貢
信
夫尚

。
越

川

弥

生

経

津

忠

勝

浜
谷
佐
久
三

拠
点
都
市
特
別
委
員
会

。
七
沢
奥
村
朝
野

O
野
沢
菊
池
浜
多

弘達幸
之庚昭

元
魚
津
市
消
防
司
令
長

幸
雄
さ
ん

(
本
江

・
η
歳
)

消

防

功

労

横

〉工

ア
ク
ノ
・
ス
ポ
ー
ツ
ド
l
ム

建
設
特
別
委
員
会

。
古山吉
金本崎
源
弘太
広吉郎

O
竹
内
清
水
稗
苗

進
修
三
清
吉

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

。
清
河
山
崎
野
沢

O
越
川
山
本
中
田

貢
昌
弘
幸
昭

官、弥
尚 吉 生

消

防

功

労

元
魚
津
市
消
防
団
分
団
長

石

垣

喜

久

男

さ

ん

(文
化
町

・
侃
歳
)

議
決
さ
れ
た
案
件

V
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
税
の
四
割
軽
減

世
帯
の
一
人
当
た
り
軽
減
基
準
額

を
2
3
万
5
千
円
か
ら

2
4
万
円

に
引
き
上
げ

V
専
決
処
分
の
承
認

・
平
成
7
年
度
魚
津
市
一
般
会
計

補
正
予
算
(
第
5
号
)
の
専
決
報
告

・
魚
津
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

業
務
精
励
(
漁
業
)

元
魚
津
漁
業
協
同
組
合
長

魚

崎

義
雄
さ
ん

(
港
町

・
お
歳
)

す
る
条
例
の
専
決
報
告

(
個
人
市
民
税
の
均
等
割
額
の
引

き
上
げ
及
び
所
得
割
の
特
別
減
税

の
実
施
、
長
期
譲
渡
所
得
の
税
率

の
引
き
下
げ
、
固
定
資
産
税
の
宅

地
等
の
負
担
調
整
率
の
引
き
下
げ
)

同

::IZ 

定ま

案

件

の V
選朝れ、魚
任野のて津
に幹2 市
同子こ 監
意氏 査

長 警
町貝
の

7 
選

番 H

41 士
号 』
) つ

a 

芸
術
文
化
功
績

指

揮

者

岩

城

宏
之
さ
ん

(
東
京
都

・
臼
歳

同
氏
の
父
が
魚
津
市
出
身
)



魚津南の省

一般会計の歳入歳出予算総額は1
市の財政状況がどのようになっているかを 1年に 2回

( 6月と 12月)、市民の皆さんにお知らせしています。

平成8年3月31日現在の平成7年度予算の執行状況を、

図や表にまとめてみました。(この数字が、平成 7年度決

算額となるものではありません。万円未満四捨五入)

歳入 歳出

区 分 予算額 収入済額 収入割合 区 分 予算額 支出済額 支出割合
万円 万円 % 万円 万円 % 

市 ネ見 680，500 657，034 96.6 民 生 費 329，204 306，152 93.0 

市 {責 172，310 60.090 34.9 教 z同-=-之 費 211. 024 179.818 85.2 

地方交付税 288，577 290.445 100.6 奇話 費 325.347 297.803 91.5 

国庫支出金 133.906 95，343 71. 2 土 木 費 254.265 152，556 60.0 

県 支 出 金 118，485 74，683 63.0 ~レ:、、 イ責 費 274，089 261，496 95.4 

繰 越 金 111，854 111 ，854 100.0 農林水産業費 158，808 114，858 72.3 

分担金及び負担金 44.042 41，936 95.2 ;自 |坊 費 50.975 47，180 92.6 

そ σ3 他 330.183 289.855 87.8 そ の 他 276，145 207.480 75.1 

歳入合計 1. 879.857 1，621，240 86.2 歳出合計 1. 879.857 1，567，343 83.4 

僅語E関ヨ師岡市 6Zヨ彊直司}
会計区分 予算額

執 千子

収入済額 収入割合
万円 万円 % 

下水道事業 260.153 123，049 47.3 

農業集落排水事業 152，518 87.927 57.7 

簡易水道事業 7，245 5，475 75.6 

国民健康保険事業 292.237 263.142 90.0 

老人保健医療事業 471，968 432，801 91. 7 

水族館事業 21，893 20.489 93.6 

言十 1，206，014 932，883 77.4 

aE宮司車電函軍fE1.
会計区分

般会計

下水道事業

借 入 額

3 億円

10 億円

状 況 総 額 137億7.114万円
支出済額 支出割合 市民1人当たり 283.217円

万円 % 

222，995 85.7 
土 木 イ責 34億3，292万円

106.954 70.1 

4，817 66.5 
教 育 イ責 26億 301万円

252.711 86.5 
公営住宅債 8億 747万円

427，950 90.7 農林水産債 4億3，662万円

18.942 86.5 特別地方債 4億 663万円

1，034，369 85.8 そ グ〉 他 60億8，449万円

L市有財産の状況】

a 

土地

建物

基金

有価証券 ・その他

1，039，105m2 

173，858m2 

52億2，836万円

5億6，029万円



缶置理彊ヨE・

69，924円

58，889円

4，766円

(内訳)

固定資産税

市たは、こ税

ネ見民市

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が

6
0
0
円
ア
ッ
プ

高
額
療
養
制
度
に
つ
い
て
は
、

通
常
の
場
合
6
3
、
0
0
0
円
を
超

え
た
医
療
費
に
つ
い
て
支
給
す
る

制
度
で
す
が
、
こ
の
自
己
負
担
限

度
額
が
、

6
月
1
日
か
ら

6
0
0

円
上
が
り
、

6
3
、
6
0
0
円
と
な

nノ
宇
品

1
レ
わ
~
。

多
数
該
当
、
世
帯
合
算
、
特
定

疾
病
の
限
度
額
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

0
多
数
該
当
と
は
・
・
・
... 

ロ
か
月
の
聞
に
同
じ
世
帯
で

高
額
療
養
費
の
支
払
い
が
4
回
以

上
あ
っ
た
場
合
、

4
回
目
以
降
は

1
か
月
3
7
、
2
0
0
円

(
住
民
税

非
課
税
世
帯
は

2
4
、
6
0
0
円
)

を
超
え
た
分
に
つ
い
て
払
い
戻
さ

れ
ま
す
。

O

世
帯
合
算
と
は
:
・
・
.. 

ひ
と
つ
の
世
帯
で
、

1
か
月
に

3
0
、
0
0
0
円
(
住
民
税
非
課
税

世
帯
は

2

1
、
0
0
0
円
)
以
上
の

支
払
い
が
2
回
以
上
あ
る
場
合
は
、

合
算
し
て

6

3
、
0
0
0
円
(
非
課

1，192円

354円

缶E霊.・

j背

軽自動車税

ネ見湯入税
世
帯
は

3

5
、
4
0
0
円
)
を

超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

従
来
ど
お
り
、
国
保
の
給
付
対

象
に
な
ら
な
い
入
院
中
の
食
事
代
、

差
額
ベ

ッ
ト
代
、
付
添
い
看
護
料
、

歯
科
差
額
代
な
ど
は
高
額
療
養
費

の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

割
例

制

刷

、

E
1

4
ゼ
ぬ
恒
司

t
M凶

捜
本
弘
樹
‘

鵬
…
示

唆
砲

61，246円

31，375円

53，779円

23，622円

9，703円

62，963円

36，981円

費

費

費

費

費

農林水産業費

費

生

木

-::c; 
同

務

債

防

(内訳)

士会
fl~ l:.、

教

土

公

民

経済変動にも強いのは、国民年金です。
国民年金は、受給権者となってから一生涯の長期にわたって受給

できる終身年金です。物価の上昇があった場合でも、自動物価スラ

イド制で確実に増額していきます。さらに少なくとも 5年に一度、

賃金や生活水準の向上に合わせて年金額の改定も行われています。

これに対し個人年金は、各個人の意志と努力により、将来に備え

るもので、貯蓄的な性格を有しています。その給付は、払いこまれ

た保険料に、運用利息を加えたもので賄われます。したがって、予

期せぬ経済変動に左右きれがちです。

また、国民年金の給付に対しては国庫負担があり、税制上も保険

料が全額控除されるだけでなく、受け取る年金も公的年金等の控除

がうけられます。さらに運用のための経費などの事務経費は、国庫

負担で賄われるいるといっょっな、個人年金にはない特長があります。

したがって、まず物価変動等に対応している国民年金をベースに

し、そのほかに自分の負担に合わせた個人年金などとを組み合わせ

て、安定的な老後生活をめざすことが望ましいと言えます。

炉開会せ先 市保険年金課園民年金係 ft23-1012 42，670円他σ〉そ

a 



ささえて下さった皆さん

第
百
園
魚
津
レ
ん
き
苔
ラ
マ
ラ

νシ

当にありがとうございました

第
民
団
魚
津
し
ん
き
ろ
う
マ
ラ
ソ
ン
が
、

4
月
お
日
に
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
過
去
最

高
と
な
る
3
、

1
1
8
人
が
参
加
。
き
わ
や
か

な
晴
天
の
も
と
か
雲
気
楼
の
見
え
る
街
。
を

舞
台
に
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

大
会
を
支
え
た
受
付
や
交
通
整
理
員
な
ど

の
大
勢
の
皆
き
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
暖
か
い
ご
声
援
や
交
通
規
制
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

広金猪山佐岡
浜子又本藤本

正
樹
(
小
杉
町
)

一
(
宮
城
県
)

良
治
(
黒
部
市
)

悟
(
新
潟
県
)

慶
子
(
立
山
町
)

良
子
(
魚
津
市
)

松北
島

真
彦
(
上
平
村
)

朋
子
(
大
沢
野
町
)

鳥桶
山川

康
(
大
沢
野
町
)

和
美
(
魚
津
市
)

申
請
は
お
ず
み
で
す
か

受
給
中
の
方
は
現
況
屈
を

児
童
手
当
は
、
児
童
の
健
全

育
成
を
目
的
に
、

3
歳
未
満
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
る

た
め
、
申
請
さ
れ
て
も
支
給
対

象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
-
支
給
額

(
月
額
)

第

1
子

5
、0
0
0
円

第

2
子

5
、0
0
0
円

第
3
子
以
降

1
0
、0
0
0円

・
支
給
月

初
心
者
の
た
め
の

ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
教
室

※
ワ
ー
プ
ロ
教
室
(
一
太
郎
恥

5
)

6
月
時
日
(
火
)
1
幻
日
(
金
)

※
パ
ソ
コ
ン
教
室
(
ロ
l
タ
ス

恥
)

6
月
お
日
(
火
)
l
m
日
(
金
)

・
時
間
午
後
6
時
ぬ
分
1

8
時
初
分

・
定
員
各
お
名
(
申
込
順
)

・
受

講

料

無

料

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

8
M

ー

9
5
7
9
(
月
曜
日
は
休
館
)

認
定
請
求
を
し
た
翌
月
か
ら

支
給
対
象
と
な
り
、
毎
年
2
月

・
6
月

-m月
に
、
前
月
分
ま

で
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
0

・
請
求
の
方
法

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
に
は
、
児
童
手

当
認
定
請
求
書
を
市
役
所
社
会

福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
申
請
・
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
課
児
童
家
庭
係

公
的ω
|
1
0
0
6

a 

大

会

成

績

(
各
種
目
優
勝
者
)

【ハ

l
フ
マ
ラ
ソ
ン
】

男
子
お
歳
未
満
福
岡
孝
博
(
高
岡
市
)

男
子
お
歳
以
上
川
原
田
博
志
(
魚
津
市
)

男
子
印
歳
以
上
北
村
義
男
(
愛
知
県
)

女
子
お
歳
未
満
小
池
宏
美
(
高
岡
市
)

女
子
お
歳
以
上
河
野
恭
子
(
京
都
府
)

【

m
hの
部
】

男
子
お
歳
未
満

男
子
お
歳
以
上

男
子
印
歳
以
上

男
子
高
校
生

女
子
お
歳
未
満

女
子
お
歳
以
上

【

5
陥
の
部
】

中
学
生
男
子

中
学
生
女
子

【

3
h
の
部
】

小
学
生
男
子

小
学
生
女
子

障
害
者
の
た
め
の

O
A講
習
受
講
生
募
集

-
対

象

身

体

・視
覚
障
害
者

・
内
容
ワ
ー
プ
ロ
の
基
本
操

作
か
ら
検
査
合
格
レ
ベ
ル
の

技
術
習
得
ま
で

・
期

間

第

3
期

7
月
8
日
(
月
)
j
8
月
2
日
(
金
)

・
時
間
午
前
日
時
i
午
後
3
時

・
受

講

料

無

料

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

富
山
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
4
l
お
1
5
2
8
5



平成8年度ちひ、っこスポーν道場
(参加者募集〉

*対 象小学校 1 年生~3 年生各コース25名 ( 申込み)11頁 )

女活 動 陸上競技やスケートなど多種目のスポーツを、年50回

女申込期間 6月11日 (火)

*参加料年間 2，000円 (保険料含む)

女申込み・問合せ先 市教育委員会スポーツ課 企23-1046

開設コース(一部変更する場合があります)

コース名 活 動 種 目

しんきろうコース
野王求 ・ラグビーと
下記の各コース共通のスポーツ

ほたるいかコース
バスケットボール・卓球と
下記の各コース共通のスポーツ

かのこゆりコース
ノくレーボール ・ノくドミントンと
下記の各コース共通のスポーツ

各コース共ポ通の マット運動・リズム体操・ト ランポリン
スーツ 水泳 ・陸上 ・スケート ・

市扇~~νき3ユテ=ス言寝室 (参加者募集〉
と き / 6 月 15 日 ~7 月 13 日まで

の毎週土曜日 (5回)

午後 7 時~9 時

ところ/村木小学校体育館

対象/市内在住及び通勤者で18

歳以上の男女 30名

地方税法の改正により

申込み期限/6月14日(金)

受講料/1，500円(保険料)

申込み・問合せ先

市スポーツ課 ft23-1046 

市フレ ッシュテニス協会

ft22-0658 

個人の市・県民税の税率が変わります
(1 ) 均等割の税率の改正

ア 県民税の均等割の標準税率が、年額1，000円(改正前700円)に

引き上げられました。

イ 市民税の均等割の税率は次のとおり改正されました。

区 分 |改正後(年額) I改正前(年額)

人口50万以上の市 |標準税率3，000円|標準税率2，500円

人口 5万以上50万未満の市|標準税率2，500円|標準税率2，000円

その他の市及び町村(魚津市該当)I標準税率2，000円|標準税率1，500円

(2) 特別減税

平成7年度と同様に通常の所得割額の15%(2万円限度)が減

税されます。

なお、普通徴収の方は第 l期の納期において減税し、特別徴収

の方は減税後の額を11ヵ月での徴収となります。

炉問合せ先市税務課 ft23-1009

a 

あなたの声が

道づくりに

大会を

本

建設省の諮問機関である道

路審議会では、平成10年度か

らスター卜する新しい道路計

画を作るため、みなさんの意

見を取り入れる新たな考え方

を採用することとしました。

このため、提案の仕方など

を紹介した、「キックオフ・レ

ポート」を希望者に差し上げ

ています。「レポー ト」などを

参考にして、道路計画に対す

るご意見をお寄せくだきい

炉問合せ先 魚津土木事務所

工事管理課 ft24一5311



話題
お知らせください。

広聴係 ft23-1015

楽しく歩こうよ
富山県歩け歩け協会(五島孝正

会長)による「第一回魚津しんきろ

うマーチ」が5月 4日行われ、参加し

た約300人が、経団漁港から水族館まで

の約 8~o を歩きました。

途中では、しんきろうの解説やゆでたての

ホタルイカの会食もあり、参加者は、春のさ

わやかな潮風を受けながら、楽しそうに歩い

ていました。

また、魚津歩こう会では、創立30周年を記

念して、 4月29日から延べ 3日間をかけて、

新潟県境から石川県境までの富山湾岸沿い約

看護に心を込めて
ナイチンゲールの誕生日、 5月12日の「看護

の日」に、サンプラザで血圧や血糖、肥満度

の測定や、健康相談会が行われ、大勢の買い

物客が訪れました。

高齢化社会を迎え、看護の仕事を理解して 、
もらおうと 、富山労災病院が主催、夜勤明け

の看護婦さんなどが、測定結果を見ながら、

ていねいに健康指導を行っていました。事務

職員も 、うさぎやトラのぬいぐるみをかぶっ

て、買い物客に盛んに PRしていました。

同病院では15日にも 地区の婦人会長に よ

る一日看護体験を行いました。

a 

見て、味わってホタルイカ
ホタルイカの神秘を学び、舌でも味わ

おうと「ホタノレイカウォ ッチング」が， 5 

月19日、魚津水族館で関かれ、子どもか

ら大人まで約20人が参加しました。

同館で開催中のホタルイカ特別展示場

て¥漁法や発光の仕組みを学んだ後、小

さな容器に入ったホタルイカを手に取っ

て観察。暗やみにホタルイカが青 白く光

ると「きれい、光ってる 、光ってる」と歓

声が上がりました。

魚津漁協婦人部が協力して、ホタルイカ

の刺身やゆで方などの調理実習も行われ、

さっそく舌つづみをうっていました。



ペコこ
醐鰯務輯

Vゴール
第 3回目をむかえた、uozuミ
ラージュカ ップサッカ一大会が、4月

28、29日(中学生大会)と 5月4、5日

(小学生大会)に桃山陸上競技場で聞

かれ、県外か

熱戦が繰り広げ‘られました。

選手560名に対しそれを上回る応援

団の数。監督からは指令がとび、選

手の声はもちろん 力の入った父兄

とコーチ陣の声が桃山に響 き渡って

し、ました。

i 小学生大会は AFC…ンザ
(魚津)が優勝し、 Vゴール。

血

初泳ぎに歓声
大町小学校で5月18日、早く

もプール聞きが行われ、 2年生以

上の児童197人が参加しました。

~'!5の
地域の催しものなど、

企画広報室広報

ビニールで因われたプールは、室温32度、

水温28度。好天にも恵まれ、絶好の条件とな

りました。

体育委員長の四十万拓君が「安全に気をつ

けて楽しく泳ぎましょう」とあいさつ。準備

体操の後、 2年生から順番にプールに入ると 、

水しぶきとともに歓声があがり、 「もっと泳

ぎたかった」と口々に言いながら、短い宇刀泳

ぎを楽しみました。

ニシキコ守イ130尾プレゼント
5月 1日の鯉の日にちなんで、全日本錦鯉

振興会富山県支部(名越明弘支部長)が、ニシ

キゴイ 130尾を魚津市施設管理公社に寄贈し

ました。

コイは「昭和三色」や「山吹黄金」など約

20種類。 体長は30 ~ン から 50 ~ ン て\丹精込めて

育ててきた同支部の会員らが、公社の管理す

るミラージュランドのプールに次々と放ちま

した。

公社では、ミラージュランドに隣接するじ

ゃぶじゃぶ池を整備した後、コ イを放流し直

し、訪れた人が自由に観賞でき るよ うに しま

した。



~K口 ~N口
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お寄せください………一

「憩いの広場」は、みなさんに登場してい

ただくページです。各コーナーに出ていた

ただける人やグループを募集しています。

企画広報室広報係岱23-1015

一
元
気
く
ん

居
波

航
く
ん
(
大
光
寺
)

(
宏
樹
・明
子
夫
妻
の
長
男
)

平
成
6
年
8
月
1
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

た
く
ま
し
く
、
思
い
や
り
の
あ

る
子
に
な
っ
て
ネ
。

の
人こ
の
グ
ル
!
フ

富山県高校野球連盟副審判長

慶田一雄さん
(63歳 ・本江)

ス
ワ
ス
っ
ち
ゃ
ん

野
茂
選
手
が
ド
ジ
ャ

l
ス
で

活
躍
す
る
よ
う
に
な
り
、
日
本

で
も
大
リ
ー
グ
の
テ
レ
ビ
放
映

が
増
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
気
づ

く
の
は
日
米
の
違
い
。
特
に
、

審
判
の
判
定
に
は
、
あ
る
種
の

尊
厳
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。

日
本
で
は
、
ま
だ
ま
だ
裏
方

の
感
の
あ
る
審
判
員
で
す
が
、

ω年
余
り
に
わ
た
っ
て
現
役
で

活
躍
中
の
、
庚
田
一
雄
さ
ん
を

お
訪
ね
し
ま
し
た
。
庚
田
さ
ん

は
3
年
前
か
ら
富
山
県
高
校
野

球
連
盟
の
副
審
判
長
を
し
て
お

り
、
そ
れ
ま
で
は
富
山
県
軟
式

中
国

悠
里
ち
ゃ
ん
(
三
田
)

(寛
・由
香
理
夫
妻
の
長
女
)

平
成

7
年
1
月
げ
日
生
ま
れ

《
お
母
さ
ん
の
一
言
》

や
さ
し
い
、
思
い
や
り
の
あ
る

子
に
育
っ
て
く
だ
さ
い
。

野
球
連
盟
審
判
部
長
の
職
に
あ
り

ま品

1
レ
h
~

。

と
て
も
臼
歳
と
思
え
な
い
よ
う

な
顔
の
い
ろ
つ
や
。

「
野
球
は
会

社
(
富
山
市
内
)
に
入
っ
て
か
ら
。

国
体
に
も
選
手
と
し
て

2
回
参
加

し
ま
し
た
。
今
も
還
暦
野
球
の
全

国
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
審

判
と
い
っ
て
も
、
誰
で
も
が
そ
う

で
あ
る
よ
う
に
、
野
球
を
や
っ
て

い
て
、
当
然
選
手
も
審
判
を
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
」

き
っ
か
け
は
と
も
か
く
、
継
続

は
力
な
り
。
今
も
週
に

3
1
4
回

は
体
育
館
で
走
っ
て
い
る
と
か
。

ま
し
て
、
朝
間
野
球
の
シ
ー
ズ
ン

(
2
ヵ
月
あ
ま
り
)
と
も
な
る
と
、

3
時

ω分
起
床
で
富
山
の
球
場
へ

向
か
う
ハ
ー
ド
な
日
々
が
続
き
ま

す
。
野
球
が
生
活
の
一
部
に
な
り

切
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
た
だ
、

お
孫
さ
ん
か
ら
声
が
か
か
っ
た
と

き
だ
け
は
、
た
だ
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
に
・
:

淡
々
と
し
た
口
調
の
な
か
に

も
語
気
が
強
ま
っ
た
の
は
、
「
2

0
0
0
年
国
体
の
高
校
野
球
(
軟

式
競
技
)
の
会
場
は
魚
津
市
(
桃

山
野
球
場
)
で
す
。
そ
れ
ま
で

に
は
後
継
者
を
育
て
、
魚
津
市

内
の
審
判
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
は
か
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
己
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
き
。

「
プ
ロ
野
球
を
観
て
い
て
も

自
然
と
選
手
よ
り
審
判
の
ほ
う

に
目
が
い
っ
て
し
ま
う
」
と
言

う
虞
田
さ
ん
。

6
・
7
月
と
い

え
ば
い
よ
い
よ
シ
ー
ズ
ン
。

こ

れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

a 



『まちかと‘伝言板』で、

紹介されたら、テレな

いで友だちの輪に参加

してください。

お願いしま~す。伊 U廿て;八ー
わドM ぷ Tレ晶、"，
翁 ν

酒井繁和さん
(友道)

仕事仲間の
酒井さんへ

くき

。。
， ， 

酒井清光さん
(大光寺)

近所のお庖の
漬浦さんへ ~ 

。

。

高橋美治さん
(小川寺)

仕事仲間の

上楽さんへ

長〉

長谷河恵子さん
(六郎丸)

ミュージカルの実行

委員会でのおつきあ
い高橋さんへ

。演浦智子さん
(本江)

美容院の
長谷河さんへ (7月号ヘ)

ジリアン・スナイブリーさん

(魚津高校・英語指導助手)

ラ..，見たまま

感じたまま

私
の
故
郷
は
、
北
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
に
あ
る
人
口

2
万
5
千
人

の
静
か
な
街
で
、
昔
は
農
業
、
今

は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
ハ
イ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
産
業
の
中
心
に
な
っ

て
い
ま
す
。

家
族
は
私
(
勾
歳
)
、
両
親
(日
歳
)
、

姉
(
弘
歳
)、
そ
れ
に

3
匹
の
ロ

ッ

ト
ワ
イ
ラ

l
犬
で
す
。
母
は
数
学

の
先
生
、
父
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

エ
ン
ジ
ニ
ア
。
姉
は
ワ
シ
ン
ト
ン

D
、
C
、
で
医
学
を
学
ん
で
い
ま
す
。

両
親
は
、
ド
イ
ツ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

チ
リ
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
子

供
の
頃
か
ら
家
の
中
は
交
換
留
学

生
や
外
国
の
友
人
で
い

っ
ぱ
い
で

し
た
。
そ
ん
な
生
活
環
境
で
育
っ
た
せ

い
か
、
大
学
卒
業
後
、
海
外
で
国
際

交
流
の
活
動
を
す
る
こ
と
に
何
の

違
和
感
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ω
ヵ
月
前
に
、
魚
津
高
校
の
英

語
指
導
助
手
と
し
て
魚
津
に
き
ま

し
た
。
山
と
海
の
美
し
き
と
、
人

々
の
温
か
き
に
感
動
し
ま
し
た
。

学
生
達
が
大
好
き
に
な
り
、
授
業

や
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
緒

に
し
た
こ
と
が
思
い
出
で
す
。
魚

津
で
の
生
活
は
と
て
も
幸
せ
で
、

充
実
感
に
あ
ふ
れ
で
い
ま
し
た
。

も
っ
と
日
本
の
文
化
に
つ
い
て

学
ぼ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

早
1
年
。

7
月
に
は
ア
メ
リ
カ
に

帰
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
で

医
学
の
勉
強
を
す
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。
帰
っ
て
も
温
か
く
も

て
な
し
て
く
れ
た
日
本
の
皆
さ
ん

を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
と
私
の
ま
わ
り
の
人
々
と
の

交
流
が
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
を
つ

な
ぎ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
イ
ト
ブ
リ

ッ
ジ
の
よ
う
に
魚
津
と
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
を
結
ぶ
よ
う
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

自



おいのあ否佳宅園地

72区画

6月3日伺)から受付開始

とみ里団地区画図

、今た

魚
津
市
開
発
公
社
で
は
現
在
、
金
山
谷

・

観
音
堂
地
内
に
宅
地
造
成
し
て
い
る
「
と
み

里
団
地
」
の
宅
地
分
譲
受
付
を
、

6
月
3
日

(
月
)
か
ら
始
め
ま
す
。

造
成
場
所
は
、
水
と
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
自

然
豊
か
で
閑
静
な
と
こ
ろ
で
す
。
宅
地
も
、

ゆ
と
り
あ
る

1
区
画
平
均
悦
坪
を
確
保
し
て

い
ま
す
。

団
地
の
完
成
は

7
月
下
旬
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

岡
留
市
内
の
公
共
施
設
や
文
化
・

歴
史
施
設
、
企
業
な
ど
へ
ご
案

内
し
ま
す
。

お
ひ
と
り
で
も
、
グ
ル
ー
プ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

V
定
員

各
お
名
(
申
込
み
順
)

V
参
加
費

無
料
(
昼
食
は
各

自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
)

V
申
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
申
込

み
く
だ
さ
い
。

ハ
ガ
キ
に
は
次
の
事
項
明
記

。
個
人
|
住
所

・
氏
名

・
年
齢

電
話
番
号
・
希
望
目

。
団
体
(
日
名
ま
で

)
l団
体
名

代
表
者
の
住
所

・
氏
名
・

年
齢

・
電
話
番
号

・
参
加

人
数

・
希
望
日

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
釈
迦
堂

l
i
m
-
-

魚
津
市
企
画
広
報
室
広
報

広
聴
係

E
n
-
-
0
1
5

面
毘
R

り
お
窃
門
別
府
ス

実施日 日 キ呈

6月28日
桃山運動公園一一一新川文化ホール(主に舞台裏)一一一

後}
ーポ リテクカレ ッジ(昼食)一一魚津水族館(主に裏側)一一

一洗足学園魚津短大

7月26日 魚津埋没林博物館 片貝の洞杉 ・どん滝

隆} 一魚津歴史民俗博物館(昼食) 心蓮坊(小川寺)

8月29日 富山県農業技術センター果樹試験場一一石川製麺(掬一一

(木) 一魚津市消防署(昼食)一一魚津郵便局一一魚津市浄化センター

消
防
団
長
に
新
し
く
高
野
行
雄
氏
就
任

高野行雄氏

(48歳・大海寺野)

ロ
年
問
、
魚
津
市
消
防
団
長

を
勤
め
ら
れ
た
関
口
健
吉
氏
が

退
職
さ
れ
、
新
た
に
、
高
野
行

雄
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

いずれも午前9時市役所正面出発、午後3時30分ごろ解散。天候により一部日程の変更があります二

自



申
込
み
受
付
期
間

6
月
3
日
i
7月
別
日

7
月
日
日
に
任
期
満
了
と
な

る
農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選

挙
を
、
次
の
日
程
で
実
施
す
る

予
定
で
す
。

選
挙
の
告
示
日

6
月
初
日
(
日
)

選
挙
の
期
日

7
月
7
日
(
日
)

選
挙
す
る
定
数

日比名

選
挙
区

魚
津
市
全
域
を
区
域

と
す
る
l
選
挙
区

選
挙
権
の
あ
る
人

平
成

8
年
3
月
白
日
に
確
定

し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

※
投
票
所
な
ど
、
そ
の
他
詳
細

に
つ
い
て
は
、
広
報
7
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

a 

申
込
み
が
複
数
あ
っ
た
区
画
に
つ
い
て
は

抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

色

津

7古
月炭

E業
言委

実益
三委
疋員

選
ぶム
子

施
設
の
概
要

魚津市では、次のとおり、平成 9年度の市

職員を募集します。魚津の未来を担う情熱あ

る人材を待っています。ふるってご応募くだ

さい。

く上級職(大卒程度)>

一般事務 3名程度

土木技師 1名程度

理学療法士 1名程度
'受験資格

一般事務、土木技師

昭和46年 4月2日から昭和50年4月1日ま

でに生まれた、大学卒業程度の学力を有する方

※土木技師は、?HIJ量士補以上の資格を有す

る方、または取得見込みの方。

理学療法士

昭和40年 4月2日から昭和51年 4月1日ま

でに生まれた、大学卒業程度の学力を有す

る方で、理学療法士の資格を有する方、ま

たは取得見込みの方。

惨申込み期間

6月3日(月)-6月17日(J-J)

惨第一次試験日

7月14日(日)

立
候
補
予
定
者

事
務
説
明
会

6
月
刊
日
(
水
)

午
後
1
時
鈎
分
i

市
役
所
第
1
会
議
室

(
2
階
)

問
合
せ
先
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
(
市
総
務
課
)

合
お
1
1
0
1
9

0
日
時

O
場
所



ω'.;.:.:.:.:.:.:.:.:.:.;.:.:.:. 

水
道
管
を
洗
管
し
ま
す

-
期
間
6
月
間
日
(
月
)
i
M
日
(
金
)

午
後
叩
時

i
午
前

3
時

市
内
全
域
で
、
水
道
管
の
内

部
を
清
掃
す
る
洗
管
作
業
を
行

い
ま
す
。

一
部
の
地
域
で
は
、

水
圧
の
低
下
や
赤
い
水
(
鉄
分
)

が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
水
道
局

窓
幻

|
1
0
1
3

街
路
樹
の
害
虫

駆
除
薬
剤
叡
布

を
行
い
ま
す

6
月
上
旬
か
ら

7
月
下
旬
ま

で
の
梅
雨
時
期
に
、
市
が
管
理

す
る
街
路
樹
や
公
園
の
樹
木
の

害
虫
駆
除
の
た
め
の
薬
剤
散
布

作
業
を
行
い
ま
す
。

散
布
作
業
の
際
に
は
、
歩
道

な
ど
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
や

駐
車
さ
れ
た
自
動
車
の
移
動
、

洗
濯
物
の
取
り
入
れ
な
ど
を
お

願
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

去」い
。
ま
た
、
街
路
樹
や
公
園
の
樹

木
に
害
虫
が
発
生
し
た
場
合
や

校
払
い
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、

そ
の
作
業
は
市
で
行
い
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

市
公
園
住
宅
課

宮
お

|
1
0
2
6

固
定
資
産
税

土
地
・
家
屋
の

現
況
調
査

市
で
は
、
平
成
9
年
度
の
固
定

資
産
評
価
替
え
に
向
け
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
財
産
(
土
地
・家

屋
)
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
適

正
、
公
平
な
課
税
を
目
的
に
、
航

空
写
真
を
活
用
し
て
、
土
地
・家

屋
の
現
況
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
航
空
写
真
で
は
、

十
分
に
現
場
の
状
況
を
把
握
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
、
市
税
務

課
職
員
が
現
場
確
認
に
伺
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
現
場
確
認
に

伺
う
際
に
は
、
市
が
発
行
し
た

身
分
-証
明
書
を
提
示
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
が
完
了
し

た
後
、
土
地
・
家
屋
の
所
有
者

の
方
に
、
各
自
の
資
産
明
細
書

を
送
付
し
ま
す
。
皆
さ
ん
に
財

産
の
確
認
を
し
て
い
た
だ
き
、

適
正
、
公
平
な
課
税
資
料
を
作

成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

V
問
合
せ
先

市
税
務
課
課
税
係

宮
お

|
1
0
0
9

戸

ユ

解

禁

角
川
・
布
施
川

片
貝
川
(
8号
線
の
下
流
)

・
釣
り
(
毛
針
釣
り
、
友
釣
り
)

6
月
忽
日
(
土
)
、
午
前

5
時

・
投
網
、
て
ん
か
ら
網

6
月
幻
日
(
木
)
正
午

遊
漁
許
可
の
手
続
き

釣
り
の
遊
漁
許
可
は
市
内
の

釣
具
庖
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

網
漁
の
手
続
き
は
6
月
幻
日

j
m日
ま
で
呉
東
内
水
面
事
務

所
(
大
光
寺
公
的ωー

0
1
3
6
)

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

※
県
管
理
河
川
の
早
月
川
と
8

号
線
か
ら
上
流
の
片
員
川
の
網

漁
は
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

釣
り
の
解
禁
日
は
6
月
勾
日
で

許
可
は
不
要
。

市
民
受
通
傷
害
保
険

昨
年
は
、
市
内
で
8
人
の
交

通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、

今
年
も
す
で
に
3
人
の
方
が
な

く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

万
一
に
備
え
て
、
家
族
ぐ
る

み
で
交
通
傷
害
保
険
に
加
入
し

宇
ナ
し
ょ
、
っ
。

V
加
入
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
公
害
交
通
係

密

約
ω
|
1
0
0
4

身
体
障
害
者
の
だ
め
の

歩
行
訓
練
と
海
浜
訓
練

歩
行
訓
練
(
流
し
そ
う
め
ん
)

-
日
時

7
月
5
日
(
金
)

午
前
日
時
i

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ハ
ウ
ス
周
辺

-
場
所

海

浜

訓

練
7
月
お
日
(
日
)

午
前
日
時
j

・
場
所
石
田
浜
海
水
浴
場

V
問
合
せ
先

市
社
会
福
祉
課

福
祉
保
護
係
企
お
1
1
0
0
5

-
日
時

立
山
砂
防
現
場

見

学

会

-

対

象

県
内
在
住
の
小
学

5
年
生
以
上
白
歳
ま
で
の
方

8 8 7 
月 月 月 実
28 7 24 
日 日 日

施
9 8 7 
月 月 月

日4 21 31 
日 日 日

8 7 7 
込申

月 月 月
5 15 5 

切締日 日 日

-

定

員

各
国

ω名

・
申
込
方
法

市
建
設
課
、
市

民
生
活
課
に
あ
る
往
復
は
が

き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

北
陸
建
設
弘
済
会

8
0
7
6
4
l
お
l
8
5
6
1

自

標準地の地番と住居表示 価格(円1m')

大光寺字石割2131番 5外 78，400 

吉島2丁目808番地(吉島2-8-20) 109，000 

本町1丁目82番地1(本町1-4-38) 74，300 

新宿121番15 (新宿7-11) 194，000 

末広町327番 (末広町3-19) 145，000 

地
価
公
示
の
ご
利
用
を

地
価
公
示
は
、
毎
年
国
土

庁
が
地
域
の
代
表
的
、
標
準

的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る

土
地
を
選
ん
で
、
適
正
な
地

価
水
準
を
公
表
す
る
も
の
で

す
。
公
表
さ
れ
た
地
価
は
、

土
地
取
引
す
る
際
の
目
安
に

な
り
ま
す
。

平
成
8
年
の
市
内
の
地
価

公
示
は
下
記
の
通
り
で
す
。

V
問
合
せ
先

市
建
設
課
用
地
開
発
係

包
幻

1
1
0
2
8



王子勺

住
み
だ
い
魚
津
に

あ
な
た
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

男
女
共
同
社
会
を
考
え
る

地
域
会
議
に
ご
参
加
を

・
日
時

7
月
4
日
(
木
)

午
後
6
時
切
分

i

・
場
所
市
役
所
大
会
議
室

・
主
催
魚
津
市
女
性
プ
ラ
ン

推
進
員
連
絡
会

V
問
合
せ
先

市
企
画
広
報
室

国
際
交
流

・
女
性
係

合
お

|
1
0
1
7

-， ~ 
い昌
た、あ
ん料
き
理ま
です

」

Vol.1 

料
理
で
世
界
を
旅
し
て
み
ま

せ
ん
か
?
食
べ
る
こ
と
と
外
国

今月の納税
~6月30日までP

EE吾歪耳冨園

に
興
味
が
あ
る
方
な
ら
ど
な
た

で
も
。

・
第

1
回
ブ
ラ
ジ
ル
料
理

・
講
師
セ
レ
ス
テ
・カ
ワ
グ
チ

(富
山
医
薬
大
留
学
生
)

・
日
時

6
月
幻
日
(
木
)

午
後

1
時
j

4
時

・
場

所

大

町

公

民

館

・
定
員
初
名
(
申
込
順
)

・
参

加

費

無

料

・
申
込
み
・
問
合
せ
先

市
企
画
広
報
室
国
際
交
流

・

女
性
係

8
n
ー

1
0
1
7

消
防
本
部
か
ら

お
知
ら
せ

※
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

・
講
習
日
(
甲
種
)

6
月
幻
日
(
木
)
・
初
日
(
金
)

・
会
場
魚
津
市
消
防
本
部

-
受
付

6
月
げ
日
(
月
)
ま
で

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防
本
部
予
防
課

※
危
険
物
安
全
週
間

6
月
2
日
(
日

)
1
8
日
(
土
)

統
一
標
語

。
危
険
物
む
き
合
う
心
い
ざ
集
中
市

1
1
1
1
1
0
1
-
-ー

l
o
l
l
i
-
-

※
水
難
防
止
に
つ
い
て
の
講
習
会

(
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
魚
津
主
催
)

・
講
習
日

6
月
日
日
(
日
)

午
後

1
時
か
ら

・
入
場
無
料

・
内
容
心
肺
蘇
生
法
の
実
習

救
助
法
の
実
演

着
衣
で
の
水
泳
体
験

.
水
着
と
着
衣
水
泳
で
の
衣
類

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先
・
会
場

ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
魚
津

宮
お

1
0
5
4
1

jご寄付ありがとう
ございました く敬称略>:; 

木谷恵介本町一丁目 100，000円

金江順子新角川二丁目 40，000円

関口清一東尾崎 100，000円

今井雄治新角川一丁目 50，000円

故魚住一雄諏訪町 300，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

橋本サノヱ上口二丁目 30，000円

上口保育園職員一同 5，700円

鎌智清二双葉町 100，000円

椎名久志慶野 200，000円

(有)魚津鋲金吉島 5，000円

高見照子入善町 12，500円

鶴見美津子新宿 50，000円

浅尾慎太郎 中央通り二丁目

100，000円

10，000円

100，000円

5，000円

44，903円

JR魚津~黒部問

El_iijJf4四ヨ
6/30(日)午後11時から

翌日の午前4時まで

ロングレール更換のた

め一部踏切が交通止め

となります。

ご協力ください。

炉問合せ先

J R西日本富山工務

管理センター

電話相談
・市政情報テレホン・サービス

ft22-3600 

・キャプテン・サービス (テレビ画面

案内)市役所ロビー、水族館無料休憩所

・求人テレホン・サービス(魚津公共職

業安定所)男子(月~木)

女子(金 ・土)ft24-8841 

・税務テレホン・サービス (税務相談

室富山分室) ft0764-31-9222 

・健康テレホン・サービス (県保険医

協会) ft0764-42-0003 

6 月のテーマ

歩く健康法

ウオノメ

おしっこが近い

歯周炎(シソーノーロー)はいつか

らはじまるか

(金) クモ膜下出血

(土・日 ) 五十肩

a画

砂社会福祉基金として

匿名

魚住常一港町

魚津市教友会本町

制常楽美智枝宮津

砂ニぱと児童センターへ

中村英隆上村木二丁目

10，000円(図書券で)

..不用

砂もとめます

・ワーフ。ロ ・ノマソコン

.オートパイ

炉申込み・問合せ先

市総務課行政係 ft23-1019 

交換ロ
ロロ

(月)

(火)

(水)

(木)

6月のLPガス保安調査
-実施地域…西布施地区

・問合せ先 県 LPG保安センタ一

新川地区支所 合 24-5340

6月は

男女雇用機曾均等周闇



¥
|
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
l
ノ

f
i
l
l
-
-
6
月
の
お
し
ら
せ
・
¥

映
画
ま
は
、
つ
っ
か
い
の
ノ
ナ

ば
あ
さ
ん

工
作
お
て
ん
き
て
る
て
る

ほ
う
ず

午
後
4
時
か
ら

幼
児
j
小
学
生

本は、ともだち I 

l 図 書館 I

す
ば
ら
し
い
出
会
い
が

あ
な
た
を
待
っ
て
い
る

児
童
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

休
館
日

日
日
(
火
)

月
曜
日
・
祝
日

新
し
い
本
か
ら

@
一
般

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
探
検
立
花

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
真
実広
河
隆
一

命

あ

る

限

り

三

浦

綾

子

オ
ウ
ム
か
ら
の
帰
還
高
橋
英
利

ゆ

る

や

か

な

紳

大

江

健

三

郎

大
江
ゆ
か
り

遊
び
が
育
て
る
子
ど
も
の
心

子
ど
も
と
遊
び
研
究
会

ウ
イ
ニ
ン
グ
・
ボ
ー
ル
を
君
に

山
際
淳
司

「
白
線
流
し
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か

日

歳

の

別

旅

立

ち

る

る

ぶ

情

報

版

海

外

編

ぴ
あ
シ
遊
園
地

m
m
j
幻

-v文芸
・
小
説

黒

い

風

雲

児

高

橋

直

樹

蒼
寄
の
昂

上

・

下

浅

田

次

郎

恋

心

リ

パ

イ

パ

ル

浅

川

純

ミ
ミ
ズ
と
オ
リ
ー
ブ
芦
原
す
な
お

殺

人

の

多

い

料

理

屈

辻

真

先

カ

ノ

ン

篠

田

節

子

魔

都

嵐

山

光

三

郎

-
コ
ン
パ
ク
ト
・
デ
ィ
ス
ク

L
O
V
E
U
N
L
I
M
I
T
E
D
 

ド
リ
カ
ム

か
も
め
児
童
セ
ン
タ
ー

8
n
1
1
7
7
7
 

0
親
子
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
(
母
親
ク
ラ
ブ
主
催
)

9
日
(
日
)
午
後
3
時
j

親
子
で
季
節
の
花
を
生
け
て

み
ま
せ
ん
か
。
参
加
希
望
者
は

材
料
費
1
、
0
0
0
円
を
そ
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

先
着
目
組
ま
で

0
父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

ロ
日
(
水
)
1
日
日
(
土
)

交
通
安
全
の
お
守
り
(
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
)
を
作
っ
て
、
お
父

さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
送
り

ま
し
ょ
う
。
材
料
費
印
円

こ
ぱ
と
児
童
セ
ン
タ
ー

合

μー
2
4
0
2

0
父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

日
日
(
火
)j

m
日
(日)

心
を
こ
め
て
、
お
も
し
ろ

カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

材
料
費
印
円

隆

お
日
(
火
)

-
シ
」
お
守

・
対
象

話
題
の
一

友
か
敵
か

冊

園
書
簡
間
関
座

〉6月16日く

戸
島
家
文
書
研
究
会
口
日
(
月
)

朗
読
録
音
研
修
会
問
日
(
火
)

古

文

書

解

読

会

問

日

(

火

)

川

柳

教

室

問

日

(

水

)

時
事
英
語
を
読
む
会
幻
日
(
金
)

源
氏
物
語
を
読
む
会
お
日
(
日
)

草
が
な
で
読
む
読
書
会
お
日
(火
)

※
「
朗
読
録
音
研
修
会
」
と
「
源

氏
物
語
を
読
む
会
」
は
午
前
日

時
か
ら
。
そ
の
ほ
か
は
、
午
後

1
時
初
分
か
ら
。

~@固

マ
イ
ケ
ル
・

H
・

ア
マ
コ
ス
ト
著

冷
戦
後
の
変
化
し
つ

づ
け
る
状
況
の
な
か
で

米
国
が
、
対
日
関
係
を

ど
の
よ
う
に
手
直
し
を

し
て
き
だ
か
。

バ
ブ
ル
崩
壊
、
連
立

政
権
誕
生
、
湾
岸
戦
争
:
・

激
動
の

4
年
2
ヵ
月

令
と
日
本
の
未
来
へ
の
指

.
針
を
前
駐
日
大
使
の
ア

4

マ
コ
ス
ト
氏
が
語
喝
。

自

報を地域トづみ決定モ一 4 広
提供麗のなど ふじ な しタ月さま|号
し んし」で

Zにたは?報いは 。
たい意、 次

ろ見「 モだいや長 のた

き情なう提 方恰報J 
「き寸ー きにヨ っ ー々 .ーーー.ーー
、おに -
野米武タ

山奇田口山田

L 空ZTf決
友吉仏新小疋一ιー
道島田屋金寺川
、..__./ 、..__./ 、、._./ 、..__./ 、..__./

休
館
の
お
し
ら
せ

6
月
1
日
(
土
)
か
ら
6
月
ロ
日
(
水
)

ま
で
、
本
の
整
理
の
た
め
休
館
し

g
l
o
b
e

ま
す
。

グ
ロ
ー
ブ

6
月
日
日
(
木
)
か
ら
開
館
し
ま
す
。

貸
し
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊、

2
週
間
(
∞
は

1
週
間
)
ま
で
で
す
。

‘"足柄..，

a
a
v
e
x
 



市民無料相談(FZ)
砂市民相談 月~金H在日 9時-17時

砂行政相談 第1・第3木曜日 13時-16時

惨法律相談(予約制)第4火曜日 13時-16時

いずれも市役所市民相談室 fi23 -1015 ・. . 
b人権相談 第2金曜日 13時-16時

サンプラザ3階スタジオ広場

富山地方法務局魚津支局fi22-0461

砂教育相談 月~金曜日 9時-16時

第l・第3土曜日 911寺-12時

魚津市教育センタ- fi2:1ー1717

砂母子・家庭・児童相談 月~金H在I::l 9時-1611寺

市役所社会福祉課 fi23-1006

砂乳幼児子育て相談 月~金曜日 9時-15時

道下保育園 fi23-9179 

• • • 
惨就業相談 火・水・金曜日 9 "寺-16時

市役所商工観光課 fi23-1025 

砂高年齢者職業相談 月~金曜日 911寺-17時

市役所高年齢者職業相談室 ft22-2200内線164

砂パート雇用相談 月~金曜日 911寺-1711寺

ノ{'-卜雇用センタ-(サンプラザ11塘)fi22-8152 

砂住宅相談 第2水曜日 1011寺-16時

市役所第4会議室

魚津地域住宅相談所 fi22-5078 

惨暴力団に関する相談 第4金l曜日 13時-16時

市役所第 3会議室

市役所市民生活課 企23-1004

砂交通事故の相談

魚津市交通センタ- fi22-1747 

月~金曜日 9時-1711寺

富山自動車保険請求相談センター

富山市フコク生命第2ビjレ6階 台0764-32-2294

月~金 IIt~ 日 9 時30分 -16時40分

o弁護士相談 第2・4木|曜日 1311キ-16時

県民相談室(総合庁舎内)fi24-5311内線250

第37k1l1t日 10時-15時
日弁連交通事故相談センター(県弁護士会館)

fi0764-21-4811 毎週木IIt~ R 13時-16時

惨健康・介護相談

水曜日 9 U寺-11時 健康センター

砂福祉・介護相談 '市11寺(24時間)

干"t.宅介護支援センタ- fi24-8484 

険心の相談 月~金曜日 9時-1611寺

砂エイズ相談 月~金曜日 9時-16時

検査日 ・火曜日 13時-15時

いずれも 魚津保健所 fi24-0359

魚津市社会福祉協議会の

総合相談センター(百楽荘内)
月~金曜日 9時'"'-'16時 ft23-0899

イ雀 物 開演時間 入場料 問合せ先

8日 吹奏楽クリニック8
1 8 : 00~ 無料

新川文化ホール

出 ワークショップ ft23-1123 

9日
かづみ野音楽祭'96

500円新川文化ホール

臼) 1 4 : 00~ 1 (当 日 ft23-1123 
700円)

真宗 大谷派
15日
前進座公演「蓮如」 1 4 : 00~ 6，500円

fi0764-21-9770 

(i) 浄土真宗本願寺派
包0764-21-6672

22日 ほくでん
1 4 : 00~ 整理券

北陸電力魚

出 ファミリー劇場 ft24-1400 

26日 イソップランドの 1 1 8 ・ 30~ 1 会員制 1 うおづおやこ劇場
~j() 動物たち ....，v I -'-"r<， IiJ'J I ft24-5471 

掲載したものは催物の一部です。詳しいことは、

サンプラザ、楽器庖などにあるイベントガイドをご覧 ください。

わらび座魚津公演「海」
Partl舞踊劇「海ふたたび」
Part2民族歌舞集「潮の流れにのって」
7月6日出 開場18時30分/開漬19時
入場料金/一 般 2.500円

小中高生 1.500円(全席自由・当日500円高)
主催/新川文化ホール・わらひ‘座魚津公演実行委員会

=常設展示室=
大平山涛氏より新たに寄贈された作品を中心に、展示内容が変わりました。

カタツムリ探検隊に参加しませんか!?
子供のころ、一度は手にしたカタツムリ 。でも、魚津にどの

ような種類のカタツムリが生息しているか知っていますか。水

族館では、8月1日より 夏の特別展「かたつむり 王国一陸貝の

不思議一」 を開催します 特別展開催に先立ち、カタツムリの

目撃情報を提供していただける 「カタツムリ探検隊員」 を募集

します。

募集期間 6 月 1 日 ~9 月 30 日

対 象 どなたでも結構です。

申込み先 魚津水族館 ft24-4100

16ミリ映写技術講習会
6月23日(日)
午前9時~午後4時30分
*会場市教育センター

*定員 10名

*受講料 1，400円

*申込期限 6月14日倒

*申込み・問合せ先

市視聴覚ライブラリー

ft23-9161 

魚津市将棋大会
6月9日(日)

午前10時まで受付

*会場大町公民館

*参加費

一般 1，800円

学生 1，000円

*問合せ先

魚津棋友会

合 22-3854

女子新規学卒者の就職問題に関する相談窓口開設(6月'"'-'10月) 富山婦人少年室 ft0764-32-2740 

a 
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40歳代女性

白年に一度は

ふ~健診を

がん検診
内 容 受付時間 実施日 ・会場

胃 が ん 8 : 30 ~ 9:30 6日(木)……西布施公民館

大腸かん
8 : 30 ~ 9:30 12日(水)……松 倉 公民館

1 3 : 00~ 14:00 27日(木)……下中島公民館

子宮かん 1 3 : 00~ 14:00 

手し か ん 1 3 : 00 ~ 14:00 7/1日(月)…・ 上中島公民館

~ 受診券・健康手帳・検診料金

実施日 受付時間 企zhz 場

9 : 30~ 11:00 松 倉 公民館
4 E3~ 

13: 1 5~ 14:30 鹿熊公民館

9 : 30~ 11 :00 大海寺町'公民館
7日告白

13: 1 5~ 14:30 石垣 公民館

9 : 30~ 11 :00 大海:寺新公民館
11団側

上野方公民館13: 1 5 ~ 15:00 

9 : 30~ 11:00 出 ノ.ム戸ー、、 民館
14日告白

上中 島公民館13: 1 5~ 15:00 

21日@ 9 : 30~ 11 :00 有 山 公民館

9 : 30~ 10:30 東蔵公民館

26日制 13: 1 5~ 13:45 道坂公民館

1 4 : 30~ 15:00 前東城公民館

7月 9 : 30~ 11 :00 片 貝 公民館

3日制 13: 1 5~ 15:00 天神公民館

*大腸がん検診(便潜血検査)

腸からの出血の有無を調べる ことで、大

腸がんを発見でき ます。

自宅で採便するだけです。市内の指定さ

れた医療機関や健康センターまたはがん

検診会場でお申し込みください。

@-⑩-@-@-@-⑨ 

内容 骨密度測定や予防のための調

7月8日伺)9:30-11 :30 11 理実習、運動実技など。

|内容 |実技 「孫と遊ぼう J 0 対象 20歳以上65歳未満の魚津市在

講話 虫歯予防とおやつの|| 住または通勤 ・通学者で、次

与え方など 11 の3固とも受講できる方。

申込期限 6 月 28 日 倹~ 11 先着20名、6月14日まで受付

実施日時

ババ@胃腸m~
6月20日体J 18:30-21 :00 
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直言ビデオ
「お父さんへ…・・・

赤ちゃんからのメッセージ」

講演

「お父さん出番ですよ」

葛野洋一氏

(魚津緑ケ丘病院 副院長)

申込期限 6月17日(月)

申込み・問合せ魚津市健康センタ-fi24-3999 

a 

o あなたの骨をチェックしましょう

骨粗しよう症予防教室

o 1回目 6月28日ωまたは7月2日(火)
1 3 :00~ 15:00 

2回目 7月22日(月) 9 :50~ 15:00 

3回目 8月2日幽 1 3 :00~ 16:00 

申込み・問合せ 魚津保健所

fi24-0359 。



+休日当番医

日 一 均支 医

2(日日) 
桝崎ク.リニック
(北鬼江 ・22-8800)

9(日日) 魚津病院
(友道 ・24-7671) 

1(6日日) 沢口胃腸科クリニック
(火の宮町・22-1748)

2(3日日) 浦田病院
(本江 .22-5053)

3(0日日) 江幡医院
(浜経団 ・22-5052)

7/(日7日) 大崎医院
(北鬼江 ・24-0301) 

日 法{ 科- 医

2(日日) 
河内歯科医院
(下村木町.23-1733)

9(日日) 
島田歯科医院
(製部市 ・52-0167)

1(6日日) 女川歯科医院
(黒部市 .52-3378)

2(3日日) 河村歯科医院
(黒部市 .54-0210)

3(0日日) 北山歯科クリニック
(黒部市 .56-8019)

7/(日7日) 岩井歯科クリニック
(黒部市 .54-4300)

新川地区

休日夜間急患医療センター

(黒部市消防署向側 ft54-0731)

診療時間午後7時-11時

診療科目 内科・小児科・外科

おいしいね

かめる喜び

みんなの幸せ

歯の衛生週間 6月4日-10日

魚津市健康センター ft24-3999

~回国a ~ 母子手帳
内 n廿h・ 対 象 実施日 受付時間 ~ 場

マタニァイ(Aセコミーナスー) 妊婦とその家族 28日働 9:00- 9:30 健康センター

股関節脱臼検診 j前3か月児 6日附 13:00-13:30 魚津保健所

4か月児健診 4か月児 13国側 13:00-13:30 
8か月児健診 8か月児 19日制 13:00-13:30 

健康センター
離乳食指導 8か月児 21日告白 12:50-13:00 
1歳6か月児健診 1歳6か月児 25日(j{J 13:00-13:30 
3 歳児健診 3歳6か月児 5日制 13:00-14:00 魚津保健所

5日側 9:00-9:30 住吉保育園

11日ω 9:00-9:30 あけび保育園
育児サ 口 ン

未就園児と
14日働 9:30-10:00 ミラージュランド

その家族 (健康センター主催)

19国側 9:00-9:30 経松金団改保善育園
生活 センター

20日附 9:00-9:30 道下保育園
青島すくすくサロン 同 上 18日関 9:45-10:00 青島3区公民館

.-~園EZEヨ・ ~ 予診票と母子手帳
対象疾病 対象年齢 実施日 該当地区

14日告白 大町、下中島、上中島、松倉

生後
18日ω 本江、上野方

一種混合(1回目) 26日制 経団、天神
6か月 -66か月

27日附 加積、片貝、西布施
28日告白 道下、村木

日 本 目出 mM4 £ 生後36か月-60か月 20日附 本江、松倉
ツベルクリン反応検査

生後8か月-48か月
19日側 *8か月児健診時に行います |

B C G 接種 21日働 *あわせて離乳食指導を行います

(注)以上の予防接種は、すべて健康センターで行います。受付時間は13:30 -14: 00です二

麻しん(は し か)|生後 |所定の医療機関で受けてください。

風しん(三日ばしか)112か月 -36か月|風しんは、麻しん接種のあとにうけてください。

実施日

6日・20日附
24日目)

受付時間 ぷb、
:z:;; 

9:30-11 :30|健康センター

場

13:30-15:30 I電話でお申込みください

あとびっこ相談会 6月28日13:30-16:00
「子どもがアト ピー性皮膚炎

と診断されたJrアトピーでは

ないかしら……」と不安な方、

お気軽にご相談 ください。

a 

内容 :倉田幸夫富山労災病院皮膚科部長

の講演と個別相談

申込み・問合せ (要予約)

魚津保健所 合24-0359
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向かつて右の方へ進むと農業倉庫があり、現在の

サンプラザ (旧日本カーバイド社宅)方面へ至る。

左には民家が数!I汗、そして学生たちが通った田舎道

が続いていた。昭和38年の魚津駅前風景である。朝

日免には通勤通学客が往来し、自転車 ・手荷物預り所

なども軒を連ねていた。

都市計画後、駅前広場らしくなったが、当時は自

動車の通行量 も少なく清閑としている。魚津駅では

停車する特急はなく、唯一「白鳥」が通過する程度

であ った。

現在のような駅前広場が誕生したのは昭和45年頃

て¥それまでの約 6倍の広きとなった。様変わりし

たといえども、見覚えのある食堂や旅館を見つけて

ホッとするのはなぜだろうか。

シυース⑮

手初、2.

魚津駅前

水無月(6月)4日(刈 魚津神社祭礼(6日まで)

5自体)せ種

7日後)早朝ボランティア清掃(6:45'"'"'中央通り一帯、川原派出署付近)

9日(日)魚津の朝市(8:00'"魚津港魚市場)、かづみ野音楽祭'96(14:00'"新川文化ホール)

11日(火)入梅

16日(日)あゆ釣り解禁、父の目、家庭の日

21日(創 夏至

30日(日)環境フェステイ/てル(10:00'"'"'総合体育館)、大級式

ト市の人口(平成問月間ム見111人(↓~女~m) 計~以rDD~脱一間(+73) (前月対比) I 

手前みそにはなりますが、平成7年全国広報コンクール(広報写真一枚の部)で、昨年の4月号の表紙の写真が特選となりました。

うれしい反面、なんとなくシャ ッターを押す指にも、プレ ッシャーを感じます。これをバネに、もっともっと腕を磨かなけれは¥ー


